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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成20年4月3日(2008.4.3)

【公開番号】特開2006-14580(P2006-14580A)
【公開日】平成18年1月12日(2006.1.12)
【年通号数】公開・登録公報2006-002
【出願番号】特願2005-130088(P2005-130088)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｍ   7/12     (2006.01)
   Ｆ２４Ｆ  11/02     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｍ   7/12    　　　Ｐ
   Ｆ２４Ｆ  11/02    　　　Ｐ
   Ｆ２５Ｂ   1/00    ３６１Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月19日(2008.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　以上の構成において図１（ａ）の回路動作を説明する。比較的入力電力の小さい時は図
３に示した通り、双方向スイッチ９のオン時間は比較的短く、コンデンサ１０の電圧Ｖｃ
も変動分が少なく直流バイアスされた状態となる。出力が大きくなるにつれて高調波の抑
制と直流出力電圧の維持のために、図３の△ｄを減少し、かつ△ｔを増加してゆく。さら
に出力が大きくなると△ｄ＝０とし、電圧のゼロクロスから双方向スイッチ９をオンさせ
ることとなる。また、出力の増加に伴いコンデンサ１０の電圧Ｖｃの変動幅が大きくなり
、やがてゼロと直流出力電圧Ｖｏとの間で変動することとなる。図５（ａ）、（ｂ）は入
力電流、すなわちリアクタ８に流れる電流がほぼ所定値Ｉａである１６Ａ近辺となる入力
電力３．５ｋＷ時の各部動作波形例で、電源電圧を２３０Ｖ、５０Ｈｚ、平滑コンデンサ
７の静電容量を３３００μＦ、コンデンサ１０の静電容量を１００μＦとしている。また
、リアクタ８のインダクタンスは図４のＬ１に相当する値として１８ｍＨに設定されてい
る。この動作点では直流出力電圧が約２６８Ｖ、力率が９６％と良好な特性を有している
。また、入力電流の高調波も図５（ｃ）に示す通り、ＩＥＣ高調波規制値１５を下回って
いる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図９】
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